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～貴方がいてくれて良かった～

他人に必要とされる人：人財

人は、四種類に分けることができるそうです。

人罪・・・罪な人。人に迷惑をかける人。

人在・・・存在しているだけの人。

人材・・・仕事はこなすが、代わりはいる。

人財・・・誰にも代えられない存在。財産。

ココロの授業より（比田井和孝 著）

人生には目的（役割）がある。
その目的（役割）に気づき、目的に向けてひたむきに努力することで、幸せに近づける。

そんな人は、
「貴方がいてくれて良かった。」 「貴方と仕事ができてうれしい。」など言ってもらえ、

職場やお客さんにとって、なくてはならない大切な存在として認められる。

他人に認められ、頼りにされることこそが「人生の幸せ」であると思います。
そんな人はきっと人財と呼ばれるんです。

君たちには、「人財」として社会に巣立って行ってほしい。

本校の目的である、皆さんの「卒業後の幸せ」とは、そういうことなんです。


